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重要取組シート 

取組項目 農業委員会業務の適正実施・推進に向けた支援 

現状・課題 

⚫ 農業委員及び農地利用最適化推進委員が公平・中立な行政委員会委員としての役

割を認識し、委員相互が協力し、委員会活動を適正・円滑に実施することが求め

られている。 

⚫ 市長部局との併任・兼務であるため、行政委員会としての公平・中立性の維持と、

業務の効率化の両立を図る必要がある。 

取 組 の 

内  容 

⚫ 各委員との情報交換を密にするなどして、農業委員会が一体となって活動できる

ように委員会運営を行う。 

⚫ 委員研修等により、農地法等に基づく許可事務や農地利用等の最適化の推進など

農業委員会としての事務を適正・円滑に実施するためのスキルアップを図る。 

 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

前期 

（～7月） 

□ 農地法関連業務研修の実施（随時） 

□ 委員への情報提供（随時） 

中期 

（～11月） 

□ 農地法関連業務研修の実施（随時） 

□ 委員への情報提供（随時） 

□ 農業委員会関連研修への参加（10月・11月） 

後期 

（～3月） 

□ 農地法関連業務研修の実施（毎月） 

□ 委員への情報提供（随時） 

□ 農業委員会関連研修の実施（2月・3月） 

次年度 

以降 

□ 各種研修、会議等の機会を活用し、継続して委員及び事務局職員のスキルアップ

及び行政委員会委員としての意識の向上を図る。 

 

進
捗
の
状
況 

前期 

（～7月） 

□ 農地法関連業務研修の実施（随時） 

□ 委員への情報提供（随時） 

中期 

（～11月） 

□ 農地法関連業務研修の実施（随時） 

□ 委員への情報提供（随時） 

□ 農業委員会関連研修への参加（10月） 

後期 

（～3月） 

□ 農地法関連業務研修の実施（随時） 

□ 委員への情報提供（随時） 

□ 農業委員会関連研修への参加（３月） 
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該当する 

施策 
4－（7）次世代につなげる農業の促進 

寄与する 

KPI 

地元で採れた食材・食品を食べていると答えた人の割合（概ね

6か月以内）［現在値：42.8％（参考値・2019年度）］ 

目標値（2025年度） 

55.0% 

農業委員会事務局 
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最も貢献する 

SDGsのゴール 

ゴール番号 
飢餓をゼロに 

2 

寄与する 

KPI 

地元で採れた食材・食品を食べていると答えた人の割合（概ね

6か月以内）［現在値：42.8％（参考値・2019年度）］ 

目標値（2023年度） 

50.0% 

 

 

 


